
学校番号 117 

令和 2年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ｂ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 改訂版「高等学校 数学Ｂ」 （数研出版） 

副教材等 
クリアー 数学Ⅱ＋Ｂ（数研出版） 

フォローノート数学Ⅱ＋Ｂ（数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

復習と演習を大切に。わからない点が出てきたときは、すぐに友達や教員に質問し、解決するよ

うにしよう。 

一問でも多く問題を解いて、色んな問題に出会いましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

数列、ベクトルについて理解し、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図る。事象を数学的に考察

し、処理する能力を伸ばすとともに、それらを活用する態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 

b:数学的な 

見方や考え方 
c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

ベクトル，数列または

確率分布と統計的な

推測に関心をもつと

ともに，それらを事象

の考察に活用して数

学的論拠に基づいて

判断しようとする。 

事象を数学的に考察

し表現したり，思考の

過程を振り返り多面

的・発展的に考えたり

することなどを通し

て，ベクトル，数列ま

たは確率分布と統計

的な推測における数

学的な見方や考え方

を身に付けている。 

ベクトル，数列また

は確率分布と統計的

な推測において，事

象を数学的に表現・

処理する仕方や推論

の方法などの技能を

身に付けている。 

ベクトル，数列また

は確率分布と統計的

な推測における基本

的な概念，原理・法

則などを体系的に理

解し，知識を身に付

けている。 

評
価
方
法 

確認テスト 

定期テスト 

ワークシート 

レポート 

観察等 

確認テスト 

定期テスト 

レポート 

観察等 

確認テスト 

定期テスト 

レポート 

観察等 

確認テスト 

定期テスト 

レポート 

観察等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

  



４ 学習の活動 

学 

期 

内 

容 

単元 

（題材） 
学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

第
１
章 

平
面
上
の
ベ
ク
ト
ル 

第 1 節 

ベクト

ルとそ

の演算 

１ ベクトル 

２ ベクトルの演

算 

○ ○ ○ ○ a: ベクトルの演算に興味をもち，

数式の演算法則との類似点を考察

しようとする。 

b: 和や差における逆ベクトル，零

ベクトルの役割を理解している。内

積のもつ図形的な意味を探ろうと

する。 

c: 有向線分表示されたベクトル

を，2 つのベクトルの和，差に表現

できる 

d: 図形の性質をベクトルで表現し

て扱うことができる。 

成分表示されたベクトルについて，

内積を求めることができる。 

確認テスト 

定期テスト 

レポート 

観察等 
３ ベクトルの成

分 

  ○ ○ 

４ ベクトルの内

積 

○ ○  ○ 

第 2 節 

ベクト

ルと平

面図形 

５ 位置ベクトル    ○ a: メネラウス，チェバの両定理

に興味をもち，ベクトルの問題

に利用しようとする。 

b: 直線上の点を位置ベクトル

で考察し，直線の方程式と関連

付けることができる。 

c: 線分上の点を，線分を s：（1

－s）に内分する点として処理で

きる。 

d: 直線、円や円の接線のベクト

ル方程式を理解している 

確認テスト 

定期テスト 

レポート 

６ ベクトルの図

形への応用 

○ ○ ○  

７ 図形のベクト

ルによる表示 

○ ○ ○ ○ 

 

２
学
期 

第
２
章 

空
間
の
ベ
ク
ト
ル 

 

 １ 空間の点（1） 

２ 空間のベクト

ル（1） 

 ○ ○ ○ a: 四面体の重心に興味をもち，

その性質を位置ベクトルで考察

しようとする。 

b: 空間のベクトルを平面上の

ベクトルの拡張としてとらえる

ことができる。 

c: ベクトルの分解の一意性を

理解し，計算に利用できる。 

d: 成分表示されたベクトルに

ついて，内積を計算できる。 

確認テスト 

定期テスト 

レポート 

観察等 
３ ベクトルの成

分 

 ○  ○ 

４ ベクトルの内

積 

 ○ ○ ○ 

５ ベクトルの図

形への応用 

 ○ ○ ○ 

６ 座標空間にお

ける図形 

○ ○ ○ ○ 



第
３
章 

数
列 

第 1 節 

等差数

列と等

比数列 

１ 数列と一般項 ○ ○ ○  a: 数の並び方に興味をもち，そ

の規則性を発見しようとする意

欲がある。 

b: 等差数列、等比数列の項を書

き並べて，隣接する項の関係が

考察できる。 

c: 初項と公差または公比を文

字で表して，条件から数列の一

般項を決定できる。 

d: 等差数列、等比数列の公差，

一般項などを理解している。 

確認テスト 

定期テスト 

レポート 

観察等 

２ 等差数列 ○ ○ ○ ○ 

３ 等差数列の和  ○ ○ ○ 

４ 等比数列 ○ ○ ○ ○ 

５ 等比数列の和  ○ ○ ○ 

３
学
期 

第 2 節 

いろい

ろな数

列 

６ 和の記号Σ ○ ○ ○ ○ a: 自然数の 2 乗の和や 3乗の和

の公式を求めようとする意欲が

ある。 

b: 初項から第n項までの和に着

目して，一般項を考察できる。 

c: 和の求め方の工夫をして，数

列の和が求められる。 

d: 数列の和 Snと第 n 項 anの関

係を理解し，数列の一般項が求

められる 

確認テスト 

定期テスト 

レポート 

観察等 

７ 階差数列  ○  ○ 

８ いろいろな数

列の和 

○ ○ ○ ○ 

第３節 

数学的

帰納法 

９ 漸化式 ○ ○ ○ ○ a: an＋1＝pan＋qを満たす数列の

階差数列について，具体的に考

察しようとする。数学的帰納法

を利用して，いろいろな事柄を

積極的に証明しようとする。 

b: 初項と漸化式を用いて数列

を定義できることを理解してい

る。 

c: 漸化式を適切に変形して，そ

の数列の特徴を考察することが

できる。 

d: 初項と漸化式から数列の一

般項が求められる。数学的帰納

法を用いて等式，不等式を証明

できる。 

確認テスト 

定期テスト 

レポート 

観察等 
１０ 数学的帰納

法 

○ ○ ○ ○ 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b: 数学的な見方や考え方 

c:数学的な技能      d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


